
令和５年度島根県
教職員の「働き方改革挑戦校」研修

高等学校・特別支援学校の実践発表資料



O養護学校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

「お仕事リフォームプロジェクト」結成 会議の見直し

電子決裁の推進 ワークセンターの積極的活用

Googleドライブの積極的活用 つぶやきシートの活用（分教室）

健康観察簿の電子化計画 本校と分教室の調整役

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

ICT活用（電子決済・Googleドライブ） 全体への周知（段取り？段階？の難しさ）

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

＃を使って働き方改革のキーワードを決める

つぶやきシートの継続使用















これまでの取り組みについて（本校）











O養護学校（参考情報）※資料や写真など



P高校（実践発表）













Q高校（実践発表:：いつの間にか改革）
今年度の取り組み内容は？

いろいろなコアメンバー会議随時実施 スケジュール設定はポータルやサイト利用（都合調整しない）

職会内容をより精選して教職員研修実施へ 職員会議日の一斉部活停止 ※試行

試験期間中の生徒完全下校時間設定 ※試行 欠席連絡・帰省届・休業中連絡フォーム化 学割申請簡易化

口伝の明文化・記録習慣化 学期ごとの「リフレクションと未来創造の会」

自動採点システム導入 県教委へのいろいろな要望（一部実現）

寮生の通院同行の外部委託化 ※試行 生徒に委譲：学園祭（スマホ解禁ルール・ステージ等）

もらえる手当はすべて申請する 本質業務：単元テスト・カリキュラム改編・高２留学・体育祭期日

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

職員会議を教職員が学ぶ場（研修会）に転換 諸議題・業務連絡を軽く扱わないこと・提案者の思いは大事に

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

年間行事の総ざらえ（授業1120時間の配分） シン・新入生スタートアッププログラム

完全下校日・全校一斉研修日の本格実施 寮生の通院同行のシステム化



Q高校（参考情報）※資料や写真など

ア 働き方に係る特色
・単身赴任 ４名（管理職除く）
・通勤時間平均 58分（最長105分）
・部活動従事時間多い
・生徒の半数以上が寮生

ウ 今年目指したこと
【いつの間にか改革】
〇毎年同じことで悩まない
短いスパンで課題を解決していく

〇今あるもの（県や地域のリソース）
を最大限に使う
〇生徒を自立させる
〇人が変わっても続くシステムづくり

イ 以前からやっていたこと
（毎年見直す）

・職員朝礼の週１実施
・会議終了17時厳守
・17時以降に業務を入れない
・20時以降残るときは申請書提出
・校長は勤務時間外は歩き回らない
・私費会計は統一システム使用
・定例会議は校長予定を優先しない
・朝礼伝達・会議資料ICT化
・部活動外部指導者といい感じ



R高校（実践発表：try & error（小さなことからコツコツと））



S高校（実践発表）

今年度の取り組み内容は？

働き方改革意識醸成（自助・◎共助・公助） 授業改善アンケート簡略化

働き方改革につながるアイデア集約→チーム結成 SC・SSW・弁護士・センター校等の積極活用

浜高ポータル活用（会議・伝達・授業変更等） 自動採点システム活用スタート

緊急連絡アプリによる欠席連絡（保護者周知） 週２回清掃カット提案失敗から学ぶ

他校にお薦めしたい取り組みは？ 他校に気を付けてほしいポイントは？

意欲的に働き方改革挑戦校に挑戦
時間削減も大事だが働きがい満足度ＵＰを目指す

言ってもムリ・ムダにならないように
心理的安全性の高いチームづくり

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組みづくりなど）

働き方改革推進アイデア・思いつき集約継続 ICT活用さらに推進

二学期制・フレックスタイム制の情報収集・検討 部活動勤務時間削減（部活動指導員との連携）



今年度の取り組み内容は？

他校にお薦めしたい取り組みは？

〇組織作りの工夫
・手挙げ（やってもいいよ）方式で、若い人も含めた働き方改革チームのメンバーを構成
〇提案方法の工夫
・働き方改革の目的を明確にして（何のために）
・堅苦しくなく、遊び心をもった提示（５・７・５の「チャレンジシート」）
〇取り組み方のポイント
・自助、共助、(公助）に分けて検討
・日々の業務（日直、教材の共有、会議の時短等）を改善して、実感しやすく
・校内人材の活用（「整理整頓術」など）

T養護学校（実践発表）

チーム

「ますはぴ」で目
的を共有

生徒のために
先生たちのために

自分でやってみよう「自助」
〇ますはぴチャレンジシートをやってみよう

みんなでやってみよう「共助」
〇セクションや学部規模で協力しよう、改革しよう
・教材の共有 ・効率的な会議 ・新しい親睦会 ・業務の見直し



T養護学校（実践発表）

他校に気をつけてほしいポイントは？

〇無理なく楽しく

・できそうなことから「まぁやってみよう」という気持ちで（教材フリマ、日直見回りやめてみる、全体飲
み会を学部単位へ等）
・旗振り役(みんなのために汗をかいてくれる方）に敬意を払い、できることは協力する
〇改善を実感できるように
・定期的にふりかえり、課題点を修正していくことで、よりよいものにしていく
・成果を明文化して共通理解する

次年度に向けて取り組むことは？（具体的な取り組み、仕組み作りなど）

〇今年度の検証、取り組みの明確化
・成果を全員で確認する（アンケートの実施とまとめ）
・「ますようガイド～働き方編～」の作成
〇一人一人の意識化の継続
・掲示物で意識づけ
・お互いに意見交換（例「今週こんなことをして働いた」と3人１組で話し、共有、刺激を得る等）をしな
がら意識づけ
▶「共助」の充実
・寄り切りこんだ改革の提案



T養護学校（参考情報）



T養護学校（参考情報）

自分でやってみよう（自助）
〇「ますはぴチャレンジシート」をやってみよう


